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インターバンクの声 （2017 年 7 月 18 日） 
 

金曜日に発表された 6月の米消費者物価指数と小売売上高がともに市場予想を下

回ったことで、指標発表直後のドルは、対円で 70 銭余り、対ユーロでも 50 ポイント

ほど下落したが、その後は比較的穏やかな相場が続いている。再び FRB の年内利

上げ観測が後退したりしているが、米 10 年債利回りも 2.3％を大きく割り込むには至

っていない。 

以前は東京市場が休場になれば、日本勢の不在を狙ってヘッジ・ファンドなどが相

場仕掛けをするようなこともよくあったが、最近は昨日のように静かなアジア時間にな

ることが多い。 

欧米市場でも 7 月のニューヨーク連銀製造業景気指数が週末の指標に続いて市場

予想を下回ったが、昨夜は反応薄だった。今年は米経済指標に弱い内容の発表が

続いても結果的には一時的なもので、その後は回復に向かったことが数回あり、市

場が今回についても慎重になっているのかも知れない。金融緩和の縮小に向かう

ECB の姿勢や、イエレン議長以外の委員会メンバーの利上げに対する見方を確認

するためにも、今週の ECB理事会や来週の FOMC を待ってからでもドル売りは遅く

ないとの見方が多いことも影響しているようだ。 
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